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問い  

以下の文章をよく読み、横書き 400 字以上 600 字以内で、将来医療従事者となるあなた

の考えを論じなさい。 

 
遠隔操作してさまざまな業務を担う「分身ロボット」の活用の場が広がっている。小平市

の病院では、5 月から国内初の実証実験も始まった。分身ロボットの操作を担う「パイロッ

ト」の仕事を通じて、夢を叶えた女性もいる。ロボットの活用は、人手不足の解消だけでな

く、外出困難者にとって新しい仕事の場として期待されている。 

実証実験がスタートしたのは、小平市の「むさしの病院」。初日の 5月 13 日、身長約 120

センチの分身ロボット「OriHime（オリヒメ）」が玄関に登場し、訪れた患者たちを案内して

いた。 

「本日はご予約でしょうか」「左手の受付にお進みください」 

ロボットから聞こえる声は、人工知能（AI）ではない。この日の声の主は、静岡県に住む

女性で、自宅からオリヒメを操作し、訪れた患者たちに話しかけていた。患者たちは、「こ

っちが見えている？」と話しかけたり、手を振ったりしながら、やりとりを楽しんでいた。 

オリヒメは、「オリィ研究所」（中央区）が開発した。カメラなどが内蔵されており、パソコ

ンやタブレットを使って遠隔操作ができる。会話はもちろん、顔の向きや手を動かすことも

可能だ。自宅でオリヒメを操って働く人たちは「パイロット」と呼ばれ、全国に 80 人ほど

いる。外で働きたくても働けなかった人が、自宅にいながらオリヒメを通じて「職場の一員」

として働くことが可能になった。 

「うれしいというより、衝撃です」 

そう話すのは、小平市の根本ありささん（26）だ。車いすで生活する根本さんは今、同病

院での実証実験でパイロットの 1人を務めている。 

看護師になることが夢だった。しかし、大学生だった 5 年前に筋痛性脳脊髄炎を発症。歩

いたり、教科書の数字を読んだりするだけで寝込んでしまった。大学を中退し、車いす生活

に。現在は、週に 3 回の訪問介護を利用しながら生活している。 

病院は元々、看護師として働きたかった場所だったが、大嫌いな場所に変わっていった。

定期的な通院が必要で、救急車で搬送されたこともある。看護師の仕事を間近で見ていると、

「私には無理な仕事だ」と痛感してきた。 

著作権の関係により掲載不可



2 
 

そんな時、知人から近所のむさしの病院にオリヒメが導入されることを紹介された。書類

選考を経て、パイロットとして働くことが決まった。「ずっと閉ざされたままの道が開けた

感覚だった」 

働く日が待ち遠しく、実証実験初日は勤務日ではなかったが、病院に向かった。別のパイ

ロットが操作するオリヒメを見学し、働くイメージを膨らませた。 

今は週に 3回、パイロットとして自宅で遠隔操作し、受付で案内をしている。働いて病院

に恩返しがしたいと思っている。 

「オリヒメが、再び社会とつながるきっかけをくれた。自分の存在が認められているよう

でうれしい」と話す。 

オリィ研究所は 2021 年から日本橋でオリヒメを活用した常設のカフェを運営している。

導入する企業や団体は年々増え、全国の飲食店など延べ 300 カ所以上で活用されていると

いう。 

むさしの病院では 2 カ月間の実証実験後、本格的な導入につなげる考えだ。鹿野晃院長は

「ゆくゆくは院内の見守りも任せたい」と期待を寄せている。 

 

引用：『朝日新聞』2024 年 6 月 3 日 朝刊 13 ページ 東京四域「分身ロボで、社会とつな

がる 小平の病院で実証実験、家から操作し患者案内」吉村駿 

著作権の関係により掲載不可



江⼾川看護専⾨学校 2025年度 ⼀般推薦⼊試 ⼩論⽂
受験番号 ⽒名

20×20

20×10


